２０１３年度 関西実業団ヨット選手権大会

                       (全日本実業団ヨット選手権大会予選)
帆    走    指    示    書
１． 規則

1.1本大会は、セーリング競技規則2013-2016（以下「競技規則」という）に定義された「規則」を適用する。ただし、この帆走指示書により変更したものを除く。
1.2 競技規則付則（以下「付則」という）Ｄを適用しない。
２.競技者への通告
   競技者への通告は大会本部より通告する。
 ３.帆走指示書の変更
     帆走指示書の変更は、各クラスのスタート予告信号の時刻60分までに通告する。

海上で変更する場合は、本部艇に“Ｌ”旗を掲げ通告する。
　
４.レースの日程
  4.1 レースの日程とレース数及び最初のレースの予告信号の時刻は、次の通りとする。天候その他レース日程等の理由により、次の日のレースを前倒しして行う場合がある。
	
	国際４７０級
	国際スナイプ級

	  月   日

	レース数

	最初のレースの
予告信号時刻
	レース数

	予告信号時刻  



	7月27日(土)


	４レース
	10:25
	４レース
	470級に引き続く


	7月28日(日)


	３レース
	09:55
	３レース
	


4.2 当日2レース目以降の470級の予告信号は、スナイプ級の前のレース終了後に回答旗を掲げた後、発する。

4.3  1日目は、15:30、2日目は14:00より後には国際４７０級の予告信号を発することはない。
但し、ゼネラルリコールがあった場合の新しいスタートの予告信号、および、これに続く国際スナイプ級の信号を発することができるものとする。
 ５.クラス旗
     クラス旗は、下記を用いる。
      国際４７０級は      “４７０旗"

      国際スナイプ級は    “スナイプ旗 "
６.レース･エリア
     レース･エリアは、新西宮ヨットハーバー沖とする。
７.コース
    コースは、下図の通りとする。なお下図は、レグ間の概ねの角度、通過するマークの順序及びそれぞれのマークをどちら側に見て通過するかを含むコースを示す。

                                 45°   ①
                  ② 90°               

                                   ④ 　　　　△
                                        ｽﾀｰﾄ

                               　　45° ③
    　　　　　　　スタート‐①‐②‐③‐①‐③‐フィニッシュ

８.マーク
  8.1　マーク１、２、３は黄色の三角錐、マーク４は赤色のブイとする。なお、予備マークとして赤色のブイを使用する場合がある。
　8.2 　スタートマークとフィニッシュマークは、スターボードの端に位置する本部艇とポートの端にあるブイとする。

９．スタート
  9.1 　スタートラインは、スターボードの端にあるスタートマーク上にオレンジ旗を掲揚しているポール又はマストと、ポートの端のスタートマークの間とする｡

　9.2　　予告信号が発せられていないクラスの艇は、レース・エリアを回避し、レース中の艇を避けなければならない。

9.3 　スタート信号の４分より後にスタートする艇は、「スタートしなかった」（DNS）と記録される。この項は付則Ａ４を変更している。
１０．競技規則30.3「黒色旗規則」の適用に伴う変更
　　競技規則30.3「黒色旗規則」を適用したレースにおいて、ゼネラル・リコール信号が発せられた場合、又は、レースがスタート後中止となった場合に、この規則に違反した艇のセールナンバーはレース・コミッティー・ボートより通告される。これは競技規則30.3を変更している。
１１．コースの次のレグの変更

コースの次のレグを変更するために、レース委員会は元のマークを新しい位置に移動する｡
１２．フィニッシュ

    　フィニッシュラインは、スターボードの端にあるフィニッシュマーク上にオレンジ旗を掲揚しているポール又はマストと、ポートの端のフィニッシュマークとの間とする｡

１３．ペナルティー方式
　　　付則Ｐを適用する。

１４．タイム･リミット
14.1　タイム･リミットは、各クラス60分とする。
14.2　競技規則定義「スタート」に基づき、かつ競技規則30.3に違反しないでスタートした先頭艇がコースを帆走してフィニッシュ後、10分以内にフィニッシュしないヨットは、審問なしに「フィニッシュしなかった」（DNF）と記録される。この項は規則35と付則A4、A5を変更している。

１５．スタート後の短縮または中止
15.1　レース委員会は競技規則32に基づく理由によるコースの短縮またはレースの中止のほか、スタート後おおよそ30分以内に先頭艇が最初のマークに到達しそうにない場合はレースを中止することができる。これは競技規則32.1を変更している。

15.2　指示15.1の時間通りにならなくても救済要求の根拠とはならない。


　　これは競技規則62.1(a)を変更している。

１６．抗議と救済要求
16.1 抗議は、その日の最終レース終了後60分（以下、抗議締切時間という）までに大会本部で入手できる用紙に記入の上、大会本部へ提出しなければならない。ただし、プロテスト委員会の裁量によりこの時間を延長する場合がある。

16.2 プロテスト委員会は、ほぼ受付順に審問を行うこととし、抗議締切時刻後30分以内に、審問の場所と時刻、及び、抗議の当事者と証人について通告する。
16.3　レース委員会又はプロテスト委員会による抗議を被抗議艇に伝えるために競技規則61.1（b）に基づき「抗議に関する通告」を行う。

16.4　指示13に基づき競技規則42違反に対するペナルティーを課せられた艇の一覧については、抗議締切時刻までに陸上本部で通告を行う。

16.5　指示9.2、18.2、18.4、20及び21の違反は、艇による抗議の根拠とはならない。これは、競技規則60.1（a）を変更している。これらの違反に対するペナルティーは、プロテスト委員会の裁量により決定される。失格より軽減された場合、この指示に基づく裁量のペナルティーに対する得点の略語は、ＤＰＩを用いる。
１７．得点
17.1  本大会が成立するためには、それぞれのクラスにおいて１レースの完了を必要とする。
17.2  各艇の総得点は、その艇の全てのレースの得点合計とし、もっとも悪い得点の除外は行わない。これは付則A2を変更している。
17.3 スナイプ級のチームの総得点は、そのチームの２艇の総得点の合計とする。
１８．安全規定
18.1  出艇申告は、その日の最初のレースのスタート予告信号予定時間の、60分前までに当日分を指定の用紙に記入の上、大会本部に提出しなければならない
      当日の２レース目以降で、その後変更が生じた場合は、そのレースの予告信号までに本部艇に口頭で申告することが出来る。

18.2  出艇しない艇は、速やかにリタイアする旨を、大会本部へ通知しなければならない。
18.3  帰着申告は、その日の最終レース終了後60分以内に、当日分を指定の用紙に記入の上、大会本部に提出しなければならない。ただし、レース委員会の裁量によりこの時間を変更する場合がある。
18.4  リタイアしようとする艇は、速やかにレース・エリアを離れ、リタイアの意思を近くのレース・コミッティー・ボートに伝えなければならない。艇長（レース委員会が正当な理由があると認めた場合は、その代理人）は、帰着後は帰着申告の際に、リタイアしたことを通知しなければならない。
18.5　 18.1、18.2、18.3、18.4の指示にかかわらず、新西宮ヨットハーバー以外から出艇･帰着する場合は、レース委員会の裁量により、携帯電話等による口頭での出艇申告・帰着申告・リタイア申告を認める場合がある。
18.6　各艇の乗員は、離岸から着岸まで、有効な浮力を有する救命補助具:ライフジャケット(自分の体重を支えるのに十分な浮力があるもの)を着用しなくてはならない。ただし、衣服の着脱にたずさわる短時間の場合は、これを除く。

18.7　艇が救助を要請する場合には、救助する船に対して、片手を高く上げて合図を送ることとする。

18.8　レース委員会またはプロテスト委員会は、危険な状態にあると判断したレース艇に対して、リタイアを勧告する。また、緊急救助を要すると判断した場合には、競技者の意思に拘わらず強制的に救助を行うことができる。この場合、艇からの救済要求は認めない。

１９．装備と計測のチェック

　　　艇または装備は、クラス規則と帆走指示書に従っていることを確認するため、いつでも検査されることがある。

２０．ゴミ処理

　　　艇は、ごみを水中に捨ててはならない。

２１．無線通信

　　　緊急の場合を除き、レース中の艇は無線送信も、すべての艇が利用できない無線通信の受信もしてはならない。またこの制限は、携帯電話等にも適用する。

２２．　責任の否認

　　　この大会の競技者は自分自身の責任で参加する。競技規則４｢レースをすることの決定｣参照。主催団体は大会の前後、期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。
     以上
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